
共
同

研
究

昭
和
五
四
年
度
第
一
回
研
究
会
（
五
月
十
一
日
）

▼
テ
ー
マ
　
欧
州
経
済
通
貨
同
盟
の
発
展

　
　
　
　
　
　
　
１
１
Ｅ
Ｍ
Ｓ
発
足
に
あ
た
っ
て
１

　
報
告
者
　
清
水
貞
俊
氏

　
　
　
　
　
（
報
告
要
旨
は
第
二
十
七
巻
・
第
六
号
論
説
の
項
に
掲
載
）

昭
和
五
四
年
度
第
二
回
研
究
会
（
六
月
八
日
）

▼
テ
ー
マ
　
合
衆
国
甫
部
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ヨ
ソ
の
構
造
変
化

　
　
　
　
　
　
　
－
一
九
三
〇
年
代
以
降
を
中
心
に
ー

　
報
告
者
　
藤
岡
　
惇
氏

　
報
告
要
旨問

　
　
　
題

　
ア
メ
リ
カ
南
部
論
に
か
ん
す
る
開
拓
者
的
な
労
作
『
ア
メ
リ
カ
に
お

げ
る
前
資
本
制
遺
制
』
の
著
者
、
菊
池
謙
一
氏
が
、
本
年
二
月
一
二
目

逝
去
さ
れ
た
。
氏
の
ま
さ
に
画
期
的
な
業
績
を
批
判
的
に
継
承
す
る
こ

と
こ
そ
、
私
た
ち
後
学
が
氏
の
学
恩
に
真
に
報
い
る
途
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
共
同
研
究
室

　
い
ま
氏
の
業
績
の
特
徴
を
要
約
す
る
と
－
１
◎
ア
メ
リ
ヵ
の
「
恥
部
」

た
る
南
部
の
中
世
的
野
蛮
を
正
面
か
ら
問
題
に
し
、
　
そ
の
特
質
の
主

因
を
、
奴
隷
解
放
後
の
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
残
存
か
ら
説
明
し

た
こ
と
。
　
マ
ル
ク
ス
主
義
の
階
級
闘
争
の
見
地
を
堅
持
し
な
が
ら
＠

杜
会
の
全
機
構
的
分
析
を
試
み
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
全
南
部
的
意

義
、
ひ
い
て
は
全
米
的
意
義
を
鮮
明
に
析
出
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
ま
こ
と
に
氏
は
、
山
田
盛
太
郎
『
日
本
資
本
主
義
分
析
』
を
紡

佛
と
さ
せ
る
手
法
を
駆
使
し
て
、
　
「
人
民
に
直
接
責
任
を
負
う
立
場
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ー
ツ

ら
」
、
合
衆
国
い
な
全
世
界
の
人
種
主
義
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
根
と
し
て

の
南
部
プ
ラ
ソ
タ
ー
の
危
険
な
役
割
に
警
鐘
を
乱
打
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
他
方
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
以
降
、
南
部
の
地
は
経
済
的

に
も
政
治
的
に
も
そ
の
相
貌
を
大
き
く
変
え
て
お
り
、
黒
人
間
題
に
も

一
定
の
変
質
が
み
ら
れ
る
。
っ
ま
り
事
態
の
経
過
は
、
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ

ヨ
ソ
制
度
の
不
変
不
動
と
ア
メ
リ
カ
の
南
部
化
と
い
う
氏
の
予
見
と
は
、

少
く
も
現
象
的
に
は
相
当
異
な
る
展
開
を
示
し
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
本
報
告
は
、
Ｑ
氏
の
プ
ラ
ソ
テ
ｉ
シ
ヨ
ン
把
握
に
は
間
題
が
な
か
っ

た
か
、
　
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
は
そ
の
後
ど
う
変
化
し
、
南
部
杜
会
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
に
っ
い
て
大
づ
か
み
の
サ
ｉ
ベ
イ

を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七
（
三
二
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）

　
　
二
　
棉
作
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
伝
統
的
構
造
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
南
部
政
策

　
南
北
戦
争
後
、
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
「
小
作
」
制
を
有
す
る
統
一

的
経
営
体
と
い
う
形
で
存
続
し
た
。
プ
ラ
ン
タ
ー
は
一
部
の
土
地
を
、

賃
労
働
者
を
雇
っ
て
直
営
し
（
ホ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
）
、
残
る
土
地
は
小
作

農
た
ち
に
耕
作
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
プ
ラ
ン
タ
ー
に
よ
る
製
晶

の
買
占
や
生
産
・
生
活
手
段
の
前
貸
は
、
　
「
小
作
農
場
」
の
経
営
権
を

プ
ラ
ソ
タ
ー
に
移
し
か
え
、
　
「
小
作
農
」
を
債
務
奴
隷
と
し
て
土
地
に

半
ば
緊
縛
す
る
手
段
で
あ
っ
た
。
っ
ま
り
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ソ
と
は
、

ホ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
と
「
小
作
」
制
の
結
合
体
で
あ
り
、
新
し
い
資
本
主

義
的
特
質
と
古
い
隷
属
的
特
質
と
が
、
相
互
に
そ
の
純
粋
で
完
全
た
運

動
を
げ
ん
制
・
制
限
し
あ
い
な
が
ら
絡
み
あ
っ
た
過
渡
的
制
度
で
あ
っ

た
。　

さ
て
大
恐
慌
１
１
危
機
の
深
刻
化
の
た
か
で
登
場
し
た
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
政
策
は
、
恐
慌
克
服
の
鍵
の
一
っ
を
「
南
部
間
題
」
Ｈ
資
本
主
義
発

展
の
南
北
問
の
異
常
な
不
均
衡
間
題
の
解
決
の
た
か
に
求
め
た
。
こ
う

し
て
「
南
部
問
題
」
解
決
の
し
か
た
、
と
り
わ
げ
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

「
小
作
」
制
の
破
壌
を
意
図
す
る
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
促
進
を
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
八
（
三
二
六
）

ぐ
っ
て
、
南
部
全
域
で
熾
烈
な
階
級
闘
争
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
そ
の
後
の
客
観
的
事
態
は
、
小
作
制
度
の
劇
的
崩
壊
、
資
本
主

義
的
農
業
成
長
の
方
向
へ
と
推
移
し
た
こ
と
は
、
今
で
は
明
白
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ソ
制
度
と
黒
人
差
別
制
度
の
最
強
の

塗
塁
と
し
て
知
ら
れ
、
三
〇
年
代
の
小
作
農
の
土
地
闘
争
や
六
〇
年
代

の
公
民
権
運
動
の
最
激
戦
地
と
た
っ
た
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
二
大
密

集
地
帯
に
焦
点
を
し
ぽ
っ
て
、
そ
の
変
化
の
具
体
的
過
程
を
追
跡
し
て

み
よ
う
。

　
　
三
　
ミ
シ
シ
ッ
ピ
・
デ
ル
タ
地
帯
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
動
向

　
甫
北
戦
争
後
に
開
拓
・
入
植
の
進
ん
だ
新
興
の
こ
の
地
帯
で
は
、
三

〇
年
代
初
頭
ま
で
「
小
作
」
制
と
棉
乍
の
成
長
が
つ
づ
い
た
。
と
こ
ろ

が
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
を
転
機
と
し
て
、
賃
労
働
と
機
械
を
使
う
ホ
ー
ム

フ
ァ
ー
ム
の
棉
作
へ
の
進
出
Ｈ
ホ
ー
ム
フ
ォ
ー
ム
の
急
速
な
拡
大
が
生

じ
た
。
他
方
「
小
作
」
制
は
そ
の
重
心
を
ク
ロ
ヅ
パ
ー
（
労
働
手
段
を
も

た
ぬ
小
作
農
）
へ
移
し
っ
つ
、
全
体
と
し
て
縮
小
し
た
。
か
く
し
て
こ

の
地
帯
で
は
、
棉
作
へ
の
依
存
を
続
け
た
ま
ま
で
五
〇
年
代
末
に
は

「
小
作
」
制
は
ほ
ぽ
完
全
に
消
減
し
、
賃
労
働
に
全
面
依
存
す
る
機
械



制
棉
作
大
農
場
地
帯
に
変
質
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
過
程
の
汰
か
で
、

小
作
農
の
悲
惨
な
土
地
追
い
た
て
事
件
が
頻
発
し
、
農
村
の
失
業
．
貧

困
問
題
を
特
に
深
刻
な
も
の
と
し
た
（
イ
ギ
リ
ス
の
事
態
と
の
酷
似
）
。

四
　
ア
ラ
バ
マ
黒
土
地
帯
の
経
済
的
動
向

　
１
－
　
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造
変
化

　
は
る
か
奴
隷
制
時
代
以
来
、
棉
作
大
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ヨ
ン
の
い
ま
一

つ
の
牙
城
で
あ
っ
た
こ
の
地
帯
で
は
、
一
九
一
〇
年
代
か
ら
牧
場
化
し

た
ホ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
に
ょ
る
棉
作
１
１
「
小
作
」
制
の
駆
逐
が
始
ま
っ
た

の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
過
程
は
こ
こ
で
も
大
規
模
な
土
地
追
い
た
て

に
よ
っ
て
、
失
業
老
の
大
群
を
創
出
し
な
が
ら
進
行
し
、
今
目
で
は
小

作
制
度
は
事
実
上
消
滅
し
、
か
っ
て
の
一
面
の
棉
畑
は
、
大
牧
場
と
森

林
と
に
転
換
さ
れ
た
。

　
似
　
小
農
民
経
済
の
動
向

　
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
自
作
農
創
設
事
業
に
よ
っ
て
一
群
の
不
良
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ソ
が
細
分
さ
れ
、
小
農
民
経
済
の
基
盤
は
相
対
的
に
拡
大

さ
れ
た
と
は
い
え
、
大
経
営
に
圧
迫
さ
れ
て
小
農
民
た
ち
の
上
向
的
発

展
は
困
難
で
あ
る
。

ゆ
工
業
化
の
進
展

　
　
　
　
共
同
研
究
室

　
工
業
化
が
黒
人
労
働
力
の
大
量
的
安
定
的
確
保
・
緊
縛
を
不
可
能
に

す
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
プ
ラ
ン
タ
ー
階
級
は
伝
統
的
に
工
業
化
の
動
き

に
消
極
的
で
あ
っ
た
が
、
８
暮
昌
旦
彗
訂
巨
ｇ
の
ｓ
三
¢
｛
彗
昌
へ

の
移
行
は
、
こ
の
障
害
を
最
終
的
に
と
り
除
い
て
し
ま
っ
た
。
か
く
て

北
部
か
ら
「
逃
避
」
工
場
を
誘
致
す
る
運
動
が
、
プ
ラ
ソ
タ
ー
を
ま
き

こ
ん
で
熱
っ
ぽ
く
展
開
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

五
　
総

括

と
展

　
１
）
　
プ
ラ
ソ
テ
ｉ
シ
ヨ
ソ
の
構
造
変
化
の
本
質
は
、
前
近
代
的
・
過

渡
的
制
度
か
ら
資
本
主
義
制
度
へ
の
移
行
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
古
い

土
地
制
度
は
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
破
壌
さ
れ
た
。

　
菊
池
氏
に
は
、
土
地
所
有
の
資
本
　
賃
労
働
関
係
へ
の
揖
定
性
に
つ

い
て
の
卓
抜
た
考
察
が
あ
る
が
、
他
方
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ソ
自
体
の
把

握
が
固
定
的
・
一
面
的
に
偏
し
て
い
た
た
め
、
資
本
に
よ
る
土
地
所
有

関
係
の
改
造
↓
逆
に
土
地
所
有
に
よ
る
資
本
の
創
出
（
地
代
の
投
資
）
お

よ
び
賃
労
働
の
創
出
（
土
地
清
掃
）
の
方
向
へ
の
能
動
的
た
反
作
用
の
側

面
の
考
察
が
欠
落
Ｌ
て
い
た
（
階
級
闘
争
の
静
的
把
握
に
帰
結
）
。
た
だ
し

こ
の
点
は
氏
の
分
析
の
欠
陥
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
当
時
の
ア
メ
リ

カ
共
産
党
の
黒
人
解
放
Ｈ
民
族
自
決
権
綱
領
や
ス
タ
ー
リ
ソ
ら
の
機
械

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九
（
三
二
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）

的
な
全
般
的
危
機
論
の
影
響
な
ど
、
時
代
の
制
約
を
強
調
す
べ
ぎ
で
あ

ろ
う
。

　
の
　
し
か
し
三
〇
年
代
の
南
部
の
土
地
革
命
闘
争
の
敗
北
の
結
果
、

古
い
土
地
制
度
は
地
主
の
手
で
地
主
の
た
め
に
破
壌
さ
れ
た
事
実
を
忘

れ
て
は
な
ら
ぬ
（
「
暴
力
は
農
民
に
た
い
し
て
ふ
る
わ
れ
た
」
）
。
こ
の
事
情
が

右
の
移
行
過
程
に
拭
い
が
た
い
刻
印
を
残
す
こ
と
と
な
り
、
小
農
民
や

黒
人
に
最
大
の
悲
惨
を
運
命
づ
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
五
〇
年
代
以
降

の
南
部
の
公
民
権
運
動
は
、
土
地
革
命
闘
争
を
欠
い
た
土
台
の
う
え
で

苦
闘
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
と
た
っ
た
。

　
倒
今
後
の
課
題

　
¢
こ
の
過
程
の
全
国
的
意
義
　
　
「
古
い
南
部
」
の
資
本
主
義
的
革

新
を
め
ざ
し
た
ア
メ
リ
ヵ
帝
国
主
義
の
上
か
ら
の
合
理
的
再
編
の
運
動

と
み
て
よ
い
か
ど
う
か
。

　
　
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
以
降
の
南
部
政
策
と
階
級
闘
争
の
動
的
展
開
と

の
関
連
の
探
究
。

　
　
黒
人
運
動
の
云
統
的
な
闘
争
目
標
で
あ
っ
た
・
あ
の
土
地
革
命
と

政
治
的
自
由
の
獲
得
が
、
各
々
そ
の
要
求
の
基
盤
・
根
拠
を
喪
失
す
る

に
至
っ
た
現
段
階
に
お
い
て
、
黒
人
間
題
の
現
状
と
課
題
を
ど
う
把
握

す
べ
き
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
〇
（
三
二
八
）

　
＠
こ
の
過
程
に
お
げ
る
北
部
金
融
資
本
の
役
割
と
土
地
所
有
独
自

（
ブ
ラ
ソ
タ
ー
階
級
）
の
役
割
の
相
互
関
係
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の

か
。
ま
た
そ
の
政
治
的
表
現
た
る
共
和
党
と
庸
部
民
主
党
の
関
係
を
ど

う
押
え
る
べ
き
か
。


